
活き活きと働ける職場づくり

～フィッシュ哲学を導入して～

I. はじめに

当病棟では昨年の離職率が 26.4%であった。

それに伴い、スタッフの半数が入れ換わり、ぎ

こちなさやコミュニケーション不足を感じる

事があった。こういった、職場環境を改革して

いくために「フイッシュ哲学」を取り入れては

どうかと考えた。

フィッシュ哲学とは、アメリカのシアトルの

バイク・プレイス魚市場で働く人たちの態度や

行動の元になっている考え方である。快適な職

場環境作りをするためのはつの心がけJとし

て①仕事を楽しむ（遊び心）②相手を喜ばす③

態度を選ぶ④仕事や相手に関心を向ける、この

4つの事を心がけ実践していく事で、活き活き

と楽しく働ける職場に変わっていくというマ

ネジメント手法である。

この「フィッシュ哲学Jを取り入れる事で、

心ある言葉掛けや笑いを通じてスタッフ聞の

コミュニケーションが良好となり、個々が楽し

くやりがいをもって仕事ができ、「ここで働き

たい」 「働くことが楽しいJと思える職場に改

革できるのではないかと考えフィッシュ哲学

を導入した。

n.活動方法

1、調査期間

2011年 7月 1日～10月30日

C棟6階 O熊谷雅之馬場二美高尾敏江

千葉由貴子福井千晶辻本啓子

2、調査対象

E病棟の看護職員 31名

3、調査方法

E病棟の看護職員全員に無記名によるアン

ケート調査を実施した。倫理的配慮として、ア

ンケートは無記名とし、個人が特定できないよ

うにした。また、看護部看護研究倫理委員会か

らも承諾を得た。アンケートに協力しない場合

でも不利益がない事、外部にデータが漏洩しな

い事をアンケート用紙に明記して、同意が得ら

れた場合のみ提出を依頼した。

アンケート回収率は 31名（100%）であった。

m.活動内容

6月初旬に「フィッシュ哲学」について病棟

看護職員全員に勉強会を開催した。

勉強会の方法としては研究メンバーが各チ

ーム会で行い、夜勤等で参加出来なかった人に

は、個別に説明をした。勉強会開催後どのよう

なフィッシュ活動ができるか意見を募集した。

7月、その日1日の中で感じたありがとうの気

持ちを、相手に伝えるために f感謝の気持ちを

伝えよう」と書いたポスターに付筆を取り付け

た「ありがとうメッセージポスター」 （図1)

を作成し、導入した。
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図1）ありがとうメッセージポスター 図3）ナースコールの表示

8月、笑顔としかめ面の顔のマークに『あな

たはどちらの顔で1日を過ごしますか？』のメ

ッセージの入った「態度を選ぼう」のポスター

（図2）を詰め所内の目につく場所に掲示した。

また、詰め所内にアロマを焚き、休憩室やトイ

レ内を飾りつけ、デ、イノレームに季節の飾り付け

を行った。また、病院から眺望できる花火大会

の日時を掲示し、花火大会当日にC棟6階から花 園4）リハビリ啓発ポスター

火観賞できる個室を解放した。

vs 
今日1目、あなたはどんな顧で過ごしますか？

図2）態度を選ぼうのポスター

9月、詰所内にオノレゴールなどの落ち着いた

音楽をかけた。また、デイルーム・共同トイレ・

浴室の緊急時のナースコールを分かり易くす

るなど病棟施設に工夫を行った。 （図3)

そして、患者のリハビリ啓発の呼びかけとし

て、病棟の廊下にスタート地点を決めて距離を

示したカードを掲示した。 （図4)

10月中旬、アンケート調査を実施した。

N.結果

アンケート結果から「フィッシュの4つの心

得Jについて、「仕事を楽しむことができた」

は「全くそう思う」 1人「ややそう思う」が2

4人であった。

「態度を選ぶができたJは「全くそう思うJ

4人「ややそう思うJが25人であった。

「住事や相手に関心を向けることができたj

は f全くそう思うJ4人「ややそう思うjが

19人であった。「相手を喜ばせることjに関し

ては「全くそう思う」 O人「ややそう思うjが

16人。「全くそう思わないJ2人「ややそう思

わない」が 13人であった。

「フィッシュ活動をしたくないJは「全くそ

う思うJO人「ややそう思うJが0人であった。

「フィッシュ活動をさせられているように

感じた」は「全くそう思うJO人「ややそう思

う」が1人であった。
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「フィッシュ活動を今後も続けていきたい」

は「全くそう思うJ18人「ややそう思う」 13

人であった。

「フィッシュ活動をしてプラス思考になっ

た」は「全くそう思うJ2人「ややそう思うj

が24人で、あった。

「フィッシュ活動をして職場の雰囲気がよ

くなったJは「全くそう思うJ3人「ややそう

思うJが 25人であった。

自由記載として、

・態度や言動などを事あるごとに意識するよう

になった

・フィッシュを意識しているのとしないのでは、

心の持ちょうが違う

－音楽があれば焦っているとき少し気持ちが落

ち着く

－感謝のメッセージがもらえて嬉しかった

－仕事を楽しむ（遊ぶ）が看護ケアの質の向上

やチーム力の向上にどのように連動している

のかわからなかった。

－自分から何かすることはできなかった。積極

的に参加しているメンバーと、冷ややかに見て

いるだけのメンパーがし、て、温度差を感じるこ

とがあった

という意見があった。

v.考察

アンケート結果からフィッシュ活動を「させ

られている」「活動したくなしリとし寸意見は

なく、全員が「今後も続けていきたい」という

結果であり、フィッシュ活動の受け入れはでき

ていたと考える。

4つの心得の「態度を選ぶJは態度を選ぶ事

ができたかの間いに 9割が「そう思う」と答え

ている。「フィッシュを意識しているのとしな

いのでは、心の持ちょうが違う」「態度や言動

などを事あるごとに意識するようになったJと

いう意見もあり、自分で態度を選びながら仕事

をするようになってきていると考える。

「仕事を楽しむ（遊ぶ）」でも 8割ができたと

答えており、仕事を楽しむ活動として行ったア

ロマや音楽をかけるといった癒しの効果で、緊

迫した中でも余裕を持って仕事をすることが

でき、その余裕が職場の雰囲気向上に繋がって

いると考える。 アンケート結果からも「フィ

ッシュ活動をして職場の雰囲気がよくなった」

「フィッシュ活動をしてプラス思考になった」

と思う人が 8割以上でありフィッシュ活動を

行う事で、より良い職場環境や雰囲気へと変化

してきていると考える。

また、「仕事を楽しむ（遊ぶ）が看護ケアの

質の向上やチーム力の向上にどのように連動

しているのかわからなかったjという意見もあ

ったが、職場の雰囲気が良くなると、スタッフ

聞のコミュニケーションが良好となり看護実

践への意見も出しやすく、看護の質の向上につ

ながると考える。

「相手を喜ばす」では、実践できていないと

感じている人が半数であり、「どうやって喜ば

せていいかわからないjという声もあった。し

かし、「感謝のメッセージがもらえて嬉しかっ

たJという意見もあり、自分では実感できてい

ないが感謝の気持ちを伝える事で結果として

相手を喜ばすこともできている。メッセージを

受け取った人がその喜びの気持ちを、今度は自

分が相手に伝えようとすることが、お互いに相

手を思う心を育てていくと考える。それは「仕

事や相手に関心を向ける」心得にもつながって

し、く。

また、「自分から何かすることはできなかっ

た。積極的に参加しているメンバーと、冷やや

かに見ているだけのメンバーがいて、温度差を

感じることがあった」という意見もあったが、

小松1）は「正しい選択をしているうちに、だ

んだん4つのコツが身についてくる。楽しく仕

事をするスタップが増えてくるとどんどん感

染し、初めに否定的な感情を抱いていたスタッ

フたちも、知らず知らずのうちに仲間になって
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いた。自分で体感することで初めて賛同できる

要素もフィッシュ！にはあるのではないだろ

うか。それまで、じっと見守ることも必要であ

る」と述べている。また、小路 2）は「個々人

のマインドのあり方は、集団化し組織風土をっ

くり、看護の成果に大きく影響を与えるjと述

べている。このことから、フィッシュ活動を継

続していき、各自が自発的に行動を起こし、自

ら楽しんで変化していけるように定着させ浸

透していくような取り組みをしていく必要が

ある。

VI.おわりに

初めて取り組んだフィッシュ活動であった

が、スタッフの受け入れは良く、職場の雰囲気

が良くなったと感じるスタッフが多かったこ

とで、手ごたえを感じる事ができた。しかし、

参加できなかったという意見もあり、継続が必

要であるということがわかった。

当病棟の活動は始まったばかりであり、今後

は看護師間だけではなく、他職種・他部門とも

交流を持ち、協力しあえるような関係を築いて

いきたい。
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